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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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オブザーバー・エヌ

安原喜弘　Yasuhara Yoshihiro
1908年生まれ。1932年、京都帝国大学文学部卒業。女学校の教
師、玉川大学出版部勤務のほか、文学、美術史、演劇などに携わる。
28年、旧制成城高校の学友・大岡昇平の紹介で中原中也を知る。
29年、中也、大岡らと同人誌「白痴群」を創刊。京大進学後は中也
と頻繁に文通。31年、中也から詩「羊の歌」を贈られる。32年、中
也の故郷山口を訪れる。32～34年、詩集『山羊の歌』出版のため
奔走。中也の死後、手元に遺った約100通の中也からの手紙をも
とに『中原中也の手紙』を執筆する。
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050 4 【「白痴群」】　昭和4年、河上徹太郎、中原中也を中心に、阿部六郎、村井康男、内海誓一郎、大岡昇平、富永次郎、安原喜弘、古谷綱武が加わって創刊された同
人雑誌。6号をもって昭和5年に廃刊となる。

わかる！
キーワード

原喜弘が様々な表現活動に関わってい
たことが分かってきました。そういった安
原喜弘に関する資料をご紹介しながら、
中也その人だけではなく、手紙の受け手
であった安原喜弘の目からも中也をみて
いく展示になります。
中原中也が安原喜弘に宛てた手紙で現
存するのは、全部で102通。今回はそれら
を会期を分けて全て展示します。また、な
かなか存在を知られていなかった同人誌
や安原喜弘が残した草稿なども、中也の
ものと並べて紹介します。初公開の資料
もたくさんあります。

安原喜弘はとてもストイックで控え目な
人でした。中也に向き合っている時も多
くを語らないし、この本の中でもあまり自
分自身のことを語らない。だから謎の部
分が多い。どうしてこの2人が親しくずっ
と付き合っていたのか。こんなにもたくさ
んの手紙をなぜ中也は安原に送ったの
か。また手紙とあわせて中也は安原にい
くつかの詩も送っていますが、そこにどん
なメッセージが込められているのか。様々
な資料を使いながら、安原喜弘という人
物を紹介する中で、そういった「沈黙の中

品を整理したり、周りの勧めもあって父
のことを書くようになり、調べ始めて、改
めて父のことを見直していくと、なかなか
稀有な人だなと思いました。とても優しく
て、謙虚。そして家族・親戚・友達、年齢を
問わずどんな人でも父に対しては親近感
を覚えるようで、不思議なことにその優し
さに包まれてみんないい気持ちになるん
ですね。

ただ、自分を語るということをあまりしな
い人でした。何かを言えばある人にあま
りいい思いをさせない。何かを言うと今
度はこちらの人にいい思いをさせない。
そういうことがすごく気になっていたよう
で…。自己表現はあるけれども、ほとんど
しなかった。自分が自分がというところを
まず抑えてしまう人でした。

では中原中也と安原喜弘の関係はどう

だったのでしょうか？

中原　中也は逆に自分を出さなければ済
まなかった。自分自身であることに賭けて
いた人。
安原　安原喜弘とはまるっきり反対です
よね。
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手紙の受け手であった 
安原喜弘の目からも 
中也をみていく。

まず、今回の特別企画展はどのような内

容の展示なのか教えてください。

中原　タイトルは「中原中也の手紙」と
なっています。中也はいろいろな人に手
紙を送っていますが、今回は特に友人の
ひとりである安原喜弘に宛てて送った手
紙を紹介します。安原喜弘には『中原中
也の手紙』という著作があります。中也
の手紙を紹介しながら、そこに折々、中
也と実際につきあう中で色々起こったエ
ピソードなどを織り交ぜて書かれた本で
す。この本は、今までは「中也を知るため
の本」として読まれてきましたし、安原喜
弘は中也の従順な友人としてだけみられ
ていました。でも調査をしていくうちに、
文学のほかにも演劇やデザインなど、安

に沈んでいる部分」を浮かび上がらせて
いきたいと思っています。

安原喜弘にとって 
中也との出会いは 
事件だった。

息子さんからみてお父様・安原喜弘さん

はどんな人物でしたか？

安原　僕は、実は父が亡くなるまで中原
中也のことや手紙のことなどあまり興味
がなかったんです。なぜなら、父が生きて
いるときはこの問題には触れられなかっ
た。うっかり言おうものならとても怖かっ
た。家族の中でも父は（中也のことは）頑
としてしゃべらないし、聞いてもほとんど
語らず、断片をちょっと話すくらい。それ
くらい父にとっては中也との出会いは事
件だったんです。
長男というのはそういうものなのか、私は
いつも父に対して闘うというか、反発す
るような激しい感情を持っていました。な
ので、見えていなかった部分がずいぶん
あった。ところが、父が亡くなってから遺

安
原
喜
弘
は

自
分
を
語
る
と
い
う
こ
と
を

し
な
い
人
。

I N T E R V I E W

P4～7 photo： 渡辺慎一

中原 豊　Nakahara Yutaka
中原中也とは血縁関係にはないが、中也の詩に魅了され、研究
者となる。鹿児島女子短期大学専任講師、長崎大学助教授を経
て、2003年に中原中也記念館の副館長に就任し、09年より館
長。山口大学、山口県立大学、長崎純心大学非常勤講師。共著
書に『中原中也を読む』（笠間書房）など。詩誌「あるかん」同人。

安原喜秀　Yasuhara Yoshihide
安原喜弘の長男として東京に生まれる。東京大学工学系大学院
博士課程修。日本で最初に居心地（いごこち）学を提唱。居心地
研究所代表であり、東海大学大学院人間環境学研究科客員教
授。評論家・研究家・文筆家としても活躍する。著書に『大都会
の小さな家─住の思想へ』（筑摩書房）など。

◎凜としたお母さんでうらやましく思えた。息子としてだけ愛したのだなと。 （60代女性　「中也の母・フク」より）

◎鈴木さんの音がすごく心地がよかったです。音響にびっくりしました。 （30代女性　「sound tectonics #11」より）

◎フクさんの生涯を知ったうえで中也さんの詩をよむと、また違うように見えてくるかも。 （30代女性　「中也の母・フク」より）

◎アートに触れた。不思議な世界だった。 （20代女性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）
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P R E S E N T
特別企画展「中原中也の手紙
─安原喜弘との交友」の
パンフレットや関連書籍などを
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望のプレゼント番号、住所・氏名・年
齢・電話番号・e-mail等の連絡先、今号の「any」の
感想をご記入の上、10月31日（水）までにハガキ（当
日消印有効）・FAX・e-mailでご応募ください。

●A  特別企画展
    「中原中也の手紙─安原喜弘との交友」
 パンフレット（3名）

●B  安原喜弘著『中原中也の手紙』（1名）

  中原中也の友人・安原喜弘の
手元に遺った約100通からなる
中也の書簡を、安原自身の回想
を織り交ぜながら紹介した1冊。
2010年、講談社文芸文庫。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.81 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◎科学的に研究するのも楽しいですけど、本来の踊る楽しさも忘れずにいたいです。 （30代女性　シンポジウム「フォーサイス・ダンス・スタディ・エクスチェンジ」より）

◎芸術的詩作にこんなにまじめに命をかけた方だったとは。今までの自分の浅はかな知識を恥じた。 （50代女性　「『在りし日の歌』まで」より）

◎ダダイズムと関東大震災の関係が理解できた。　（60代男性　「高橋新吉―ダダイズムと関東大震災」より）

◎アーティストの質のみならず、設備の質の高さも極めて高いレベルで深い感銘を受けた。　（40代女性　「sound tectonics #11」より）

中原　そうですね。中也はいつも誰かに
何かを伝えたいという気持ちを非常に強
くもっていた。だけど、ほとんどの人には
そのことは伝わらない。中也にとってはそ
れがもどかしくて。よく言われるようにお
酒を飲んで暴れていたのはそういうとこ
ろから発していた部分もあったと思いま
す。常に詩人としては聞き手を、読み手を
欲している。でもなかなか自分を理解し
てくれる人は得られない、中也はそういう
人だった。安原喜弘はそれをよく理解し、
お酒を飲んで暴れる中也をなんとかなだ
めたり、人と喧嘩しないように気を配った
り、喧嘩して殴られたら介抱してあげる
とか、ほんとうに甲斐甲斐しくつくしてい
く。そこはやはり安原喜弘自身が表現者
であったからこそ、中也と響きあうものが
あったのだという気がします。『中原中也
の手紙』の中に、中也と安原喜弘が深く
理解し合う仲になるきっかけとなったの
は、2人が一緒に関わっていた「白痴群」
という同人誌に安原喜弘が発表した詩が
きっかけだったと書かれています。ただ、
ここでもその詩がどんな詩だったのか安
原の方は引用もしないし、その詩に対し

◎踊りとテクノロジーを結びつけ、研究していく試みは大変興味深いと思います。 （30代女性　シンポジウム「フォーサイス・ダンス・スタディ・エクスチェンジ」より）

◎サウンドに臨場感があり、宇宙を旅しているみたいだった。 （20代女性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）

◎お茶会でフクさまにお目もじしたことがあったので改めて懐かしく偲ばせていただきました。 （70代女性　「中也の母・フク」より）

◎空間が自由に構成されて聴ける場所を選べたことが良かった。楽器の可能性に無限性を感じました。 （30代男性　「sound tectonics #11」より）
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き、自分の故郷を熱心に紹介するんで
す。自分はここから生まれたんだ、という
自分の魂の根っこにあるものを何とか中
也は安原に伝えたかったんですね。でも
その思いはなかなか伝わらない。安原が
東京に戻るとき、中也は湯田温泉駅で見
送るだけでは気が済まず、そのまま山口
線に乗ってわざわざ小郡駅（現在の新山
口駅）で乗り換えて、防府までついて行っ
てしまう。そのときの中也の態度という
のが安原を帰したくない、安原に何か伝
えたいことがある、でもなかなか伝わら
ない…、そこにひとつのクライマックスが
あるんですね。

すごくもどかしく、切ないエピソードです

ね…。最後に今回はどんな方に展示をみ

ていただきたいですか？

中原　特にいまの若い方に手紙を書くと
いう行為はメールを打つ感覚とは違うと
いうところを感じ取っていただきたいな
と思います。今回の展示ではサブテーマ
として考えているのが、「書

しょ

字
じ

」つまり字
を書くということ。現代においては逆にそ
の意味がより鮮明になると思っています。
携帯電話とは違い、手紙は一文字一文字
ちゃんと最後まで書かないといけないし、
その筆致に気持ちまで表れてくる。そのこ
とを通じ、中也と安原喜弘の関係がとて
も稀有な関係であり、ある意味ではいま
失われてしまっている深い人間関係を築
いていたということ、またそのなかで生ま
れてきた中也の詩というものを受け止め
てほしいですね。

後の人生にまで 
ずっと引きずって 
しまうほどの 
壮絶なドラマがあったことを 
知ってもらいたい。

安原　これを機会に今までの安原喜弘
像から少し抜け出て、新しい時代に即し
た安原に対する見方が開かれていくよう
な気がしています。安原喜弘も中原中也
もともに20代で出会いますが、そのとき
に経験した非常に内面的な事件がその後
の人生にまでずっと引きずってしまう、そ
れほどまでに壮絶なドラマがこの2人の
間にあったんだということを、いまの若い
方にもっと知っていただきたいですね。そ
れと同時にこの2人の稀有な関係はもっ
と探っていかないといけない。中也が安
原喜弘に惹かれたのはなぜなのか? 安原
喜弘の周りの環境、彼の実家であった家、
その家が建っていた場所、あるいは家族、
特に当時9歳の安原の妹は中也の詩「羊
の歌」にも登場していますし…。非常に複
雑で、様々な要素が影響しているのでは
ないかと思います。

て中也が何と言っていたのかということ
にも一切触れていない…。
安原　普通だったら「これが私の詩です」
とか、中也がどんなところに興味をもって
くれたのか書くところを安原喜弘はまった
く書かない。そこは徹底しているんだよね。
中原　中也の手紙の中でも、安原のこと
を「沈黙家」と言っているくらい、何も語
らない人だった。だからこそ、よけいに安
原喜弘がどういう人だったのか興味をそ
そられるところがありますね。

今回の展示では「手紙」がキーワードに

なっていますが、当時手紙はどのような役

割を担っていたのでしょう?

中原　中也からの手紙で「昨日は暴れて
すみませんでした」という内容のものがあ
り、まさにこれなんかはいまの携帯電話、
あるいはメールに近い感覚でしょうかね。
安原　当時は電話が思うように使えませ
んでしたしね。間に必ず交換手が入った
し、安原家にも電話はありましたが、家族
が多く本人がすぐに出るとは限らなかっ
た。「昨日は暴れてすみません」というメッ
セージは何人かを通して伝えるようなも
のではなかっただろうからね。

中原　中也はつねに葉書や切手を持ち
歩いていたようですよ。
安原　それは父も言っていました。（中也
は）鉛筆と消しゴムと葉書と切手はいつも
持っていたと。
中原　出先で何かを思ったらすぐに書い
て投函するということが日常的だったよ
うですね。常に誰かに何かを伝えようとし
ていた。たぶん伝えることで、考えていた
んだと思います。それが中也にとっては
非常に大切だった。そういう意味でやは
りその相手が必要で、その相手になれる
人が安原喜弘だった。

中也と安原喜弘がいかに真に通じ合って

いたかが見えてきますね。

中原　そうではない面も…。出会ってか
ら4年くらいたった頃、中也は安原喜弘
を山口に呼び、ものすごく歓待していま
す。秋芳洞や長門峡など様々な場所に行

特別企画展
「中原中也の手紙
 ─安原喜弘との交友」
2012年8月30日（木）～10月29日（月）
9:00～18:00（入館は17:30まで）

会場：中原中也記念館
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 310円（262円）　大学生 210円（157円）
小中高校生 150円（105円）　70歳以上 無料中

原
中
也
は

いつ
も
誰
か
に
何
か
を
伝
え
た
い

と
い
う
気
持
ち
を

強
く
も
っ
て
い
た
人
。

手
紙
の
一
文
字
一
文
字
に

込
め
ら
れ
た
思
い
、

そ
こ
か
ら
浮
か
び
あ
が
る

中
也
と
安
原
喜
弘
の

稀
有
な
関
係
。



0 90 8
◎楽器経験ゼロですが、来て良かった!! 若かったらな～、今すぐ吹奏楽部に入部するんだけど…。 （50代女性　「スーパー・ブラス・ワールド」より）

◎音の素材を紹介する、芸術という点でおもしろみがある。 （30代女性　「sound tectonics #11」より）

◎はじめ会場に入った時は少し戸惑ったが、係員の方が丁寧に応対してくださったので、楽しむことができた。 （40代男性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）

◎中也はフクさんの影響が強いというか、血でしょうか。そっくりだなと思いました。  （30代女性　「中也の母・フク」より）
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◎フォーサイスの天才性にも触れることができたと思います。 （30代女性　シンポジウム「フォーサイス・ダンス・スタディ・エクスチェンジ」より）

◎関東大震災での地図に私の地元の地名があり、嬉しかった。しかし、被害にはあっていなかった。 （60代男性　「高橋新吉─ダダイズムと関東大震災」より）

◎未知なる世界を体感したようで何とも言えないほどの感動を憶えました。 （50代女性　「sound tectonics #11」より）

◎涙が出た。いろいろな思いがあったのではないでしょうか。お母さんも賢人だったと知りました。 （50代女性　「中也の母・フク」より）



パフォーマンスや映像、インスタレーション、舞台美術など、さまざまな領域で活躍中の高嶺格さん。
YCAMでもこれまでに映像作品や大規模なインスタレーション作品を制作・発表。また今年も山口
市民が参加する2作品をYCAM前の特設テント内にて披露しています。その度に訪れ、見てきた
YCAMについて、高嶺さんは質問があるのだとか…。

高嶺 格 （美術家、演出家）

YCAM performance lounge #6

「いかに考えないか?」+
「ジャパン・シンドローム～山口編」

6月23日～7月1日
会場：中央公園特設テント

観客が出したお題に60歳以上のパフォーマーが即
興的に応えていくパフォーマンス作品と、福島原発
の事故以降の生活への不安や人と人との間の分断を
会話の中からあぶりだす映像作品を発表。いずれも
山口在住のパフォーマーが出演する。

高嶺 格　TAKAMINE　Tadasu

1968年鹿児島県生まれ、滋賀県在住。美術家、演出家。90年
代初頭よりパフォーマンス活動を行い、ダムタイプの作品に
も参加。現在は、インスタレーションや映像、写真、パフォー
マンスやその演出など、多彩な手法で表現を展開する。

「ジャパン・シンドローム」撮影風景
photo: 田邊アツシ

「いかに考えないか？」（2010）

12 13

8つを一挙開催。各10名ずつの定員がほぼ

満員、子どもから大人まで幅広い年齢層の

約80名の方が参加されました。ワークショッ

プを受ける方々の表情は楽しみながらもいつ

だって真剣。その様子を収めた映像や参加

者・YCAMスタッフへのインタビューを展覧会

開催中、ホワイエで観ることができます。会期

は8月12日まで。

◎今後の展開が楽しみです。  （30代女性　シンポジウム「フォーサイス・ダンス・スタディ・エクスチェンジ」より）

◎インタビューや主旨を「ほんの少しだけ」加えると、作品を楽しみ、かつ味わうことができるのかなと思いました。 （30代女性　「sound tectonics #11」より）

◎メディアアートのジャンルにはあまり興味はなかったけど、おもしろかった。目というツールが新鮮。 （10代女性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）

◎本当に楽しい時間でした! クラリネットのお兄さんとてもかっこよかったです。 （10代女性　「スーパー・ブラス・ワールド」より）

YCAM滞在中の 
若手アーティストをご紹介します。
YCAMの研究開発チーム“YCAM InterLab”

では、昨年から「ゲストリサーチ・プロジェクト」

として、外部の若手エンジニア／アーティスト

を1名招へいし、共同開発を行っています。

今年度はメディア・アーティストとして活躍する

ジェームズ・ジョージがアメリカからやって来ま

す。さて、いったいどんなアーティストなのか??

彼の過去の作品を館内に展示してご紹介し

ます。ぜひチェッ

クしてみてくださ

いね。

ワークショップの様子を展示中。
現在YCAMで開催中のYCAM教育普及

展覧会「glitchGROUND」の関連企画とし

て、このゴールデンウィークには、教育普及

のエッセンスが詰まった珠玉のワークショップ

朝─湯田の大通り（県道）のバス停近くから、蔦が這う小径に入る。
夜─足元のライトを頼りに、隣接する飲食ビルから食欲をそそる匂
いが漂う小径を抜け、湯田の大通りに出る。
職員限定の空間ですが、通用門内側のしっとりとした小径、外側の
通りとのギャップが、何故だかたまらない。

佐内泰之 （中原中也記念館 副館長）

海や山で
自然を体験したあとは、
もっと夏を満喫だ!!

◎指揮者のお話がとても楽しかったです。また何か楽器を始めたくなりました。 （40代女性　「スーパー・ブラス・ワールド」より）

◎現在はアートが、まだまだテクノロジーより上位にあるらしいと知って、うれしかったです。 （60代女性　シンポジウム「フォーサイス・ダンス・スタディ・エクスチェンジ」より）

◎通常の楽器と違って、一つの音を出す時、もう一つの音が重なるところにとても魅せられました!  （30代男性　「sound tectonics #11」より）

◎音も振動も映像も全て、カッコよかった。 （20代男性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）

実はずっと聞いてみたいことがありました。

「メランコリア」
（2011年／デンマーク・スウェーデン・フランス・ドイツ／135分／カラー）
［監督］ラース・フォン・トリアー　［出演］キルスティン・ダンスト、シャルロット・ゲンズブール、キーファー・サザーランド　ほか

YCAMでのプロジェクトには、これまでいくつ

か呼んでもらいました。いつも大変楽しい思

い出ばかりで、地の利（温泉地に隣接してい

る）も毎回満喫しているわけなのですが、実は

ずっと聞いてみたいことがありました。それは、

「YCAMのスタッフはどんな気持ちで毎日

仕事してるのか?」ということです。いうまでも

なくここは世界最先端の表現が生まれる場。

世界最高クラスの機材と技術力、しかもそれ

が最高の情熱とホスピタリティでもって新し

い表現をサポートするわけです。びっくりする

ような作品がどんどん生まれ、世界のメディア

アーティストにとっての聖地のような扱いを受

けているわけですが、それがあまり多くの人に

鑑賞されず、正当な評価を受けていないとい

うジレンマがあるのでは? 「世界」と「ココ」の

間で引き裂かれる思いがあったりするんじゃな

いか? 個人的にはその「聖地感」のようなも

のが、もっと全国の人や地元の人に伝わっ

てほしいと思っているのですが。

Guest Research Project vol.2
関連展示
2012年8月18日（土）～11月25日（日）
10:00～19:00　入場無料

のは得体の知れない不穏感や閉塞感。であ

るにも関わらず、そこになぜか観客は魅せられ

てしまう…。それを象徴するのが、冒頭8分程

度の主人公ジャスティンと惑星メランコリアをイ

メージで綴った序章なのかもしれない。この冒

頭部分は映画史に遺るほどの美しさ。なので、

上映時間前に座席につかれることを強くお勧

めしたい。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

観た人の多くが、いろんな意味でトラウマになっ

たと言う「ダンサー・イン・ザ・ダーク」（00）。カンヌ

国際映画祭パルムドール受賞作であることや、

ビョークとカトリーヌ・ドヌーヴの共演、トム・ヨーク

（レディオ・ヘッド）とビョークのデュエット曲であ

る主題歌「I’ve seen it all」がゴールデングロー

ブ賞を受賞するなど、多くの話題を集めた。それ

にも関わらず、その衝撃的なストーリーにトリアー

作品を避けたい人がいることはよく聞く話…。

だが、なぜか新作が出るたびに観ざるを得な

い、注目せざるを得ない、それが映画作家ラー

ス・フォン・トリアーなのだと思う。時に放つ過激

な発言は、波紋を呼び、作品によっては両端

な評価を受ける。しかし、常に実験的な彼の描

く世界は圧倒的な魅力と美しさに溢れている。

本作「メランコリア」も圧倒的な映像美や流

麗な音楽なくしては語れない。作品全体を覆う

ラース・フォン・トリアー監督特集
2012年8月3日（金）～6日（月）
会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］ 一般 1,300円
 any会員・特別割引・25歳以下 800円
※本作「メランコリア」上映にあわせて、実験的な作品
「ドックヴィル」（03）「マンダレイ」（05）、過激な性描写で
賛否両論を呼んだ「アンチクライスト」(09)を上映します。
※各作品の上映開始時間はお問い合わせください。

「メランコリア」作品紹介
ジャスティンは幸せの絶頂であるはずの結婚パーティで、なぜか虚し
さにとらわれ、感情をコントロールできないでいた。7週間後、姉クレ
アの家を訪れたジャスティン。惑星メランコリアの異常接近に脅える
クレアだったが、ジャスティンの心は逆に軽くなっていく…。「地球は
邪悪よ。消えても嘆く必要はないわ」と…。

©2011 Zentropa Entertainments ApS27

「パスタ建築」ワークショップの様子（2012）

©2011 Zentropa Entertainments ApS27

YCAMの活動の全貌がここに!
2003年11月の開館から5年間の山口情報芸術
センター［YCAM］の活動をまとめた記録集を
現在販売中。開館以来、メディアテクノロジー
と身体をめぐる新しい芸術表現を追求してきた
YCAM。これまでに同館が創造・発信してきたオ
リジナル作品の紹介とあわせて、坂本龍一、藤本
隆行（ダムタイプ）、岡田利規、大友良英、佐々木
敦など、YCAMにゆかりのあるアーティスト・批
評家たちによるインタビューやエッセーが収録
され、読み応えたっぷりの内容です。

価格：3,675円（税込）
サイズ：18×23.5×2.5cm
240ページ（日本語・英語）

記録集

『Creativity Seen/
Unseen in Art and Technology』

シバのカレーで熱い夏も吹き飛ばそう
ふぅ～、暑い。こんな日はカレーを食べたい!! とやって
来たシバ。夏限定のキーマ・ベーガン・カレーが定番
メニューになったと聞き、さっそく注文。おや、何ともき
れいな色のカレーが出てきたぞ。中に浮かぶのは目
にも鮮やかな揚げナス。見ただけで食欲そそられる。
鳥のひき肉にトマト・玉ねぎなどの野菜と甘味が溶け
込んで、トロッとしたナスの触感も絶妙 !! 汗をかきな
がらもさらに進む食欲、もう止まらない。そして、初挑
戦のチーズナン。熱々のうちに手でちぎりながら食べ
ると、うわ、チーズの香ばしさとカリカリの食感がたま
らん! お店の方が「このナンは本当によくでるんです
よ」と言うのも納得。夏の食欲不振を忘れさせてくれ
るシバのカレーとナン、いいですよ!

インド料理専門店「Shiba」
山口市糸米 2-7-45　TEL.083-932-4800
営業時間：11:00～23:00　年中無休
※any会員はスタンプを2倍に （他サービスとの併用不可）

キーマ・ベーガン・カレー
900円

※チーズナン450円、ラッシー400円
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◎2、3回体験してみると、もっと遊び方が分かってくるのだろうなと思いました。 （20代女性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）

◎筋肉痛が心配なくらい拍手していました。もっと聴いていたかったなぁ。 （40代女性　「スーパー・ブラス・ワールド」より）

◎四方に音を出す仕組みがとてもおもしろく、楽しめました。 （20代男性　「sound tectonics #11」より）

◎最後フラフラしたけど、目で絵が書けてとても楽しかった。 （10代女性　三上晴子「Eye-Tracking Informatics」より）




